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(4,000ｍ３)

ノッチタンク（サンプリングタンク）

ポンプ・ホース（新設）

2号 T/B

増強移送ライン 約6km（口径75mm）

追加ポンプ 19台（60m3/h）

移送ライン（既設）

No.7地下貯水槽
（4,000m3）

3号 T/B

No.4地下貯水槽
（4,000m3）

H4(北)

H2(北)

H2(南)
H3

No.5地下貯水槽
（2,000m3）

消防車(6) パワープロベスター(6)

雨水用タンク（新設） 2基

１．堰内溜まり水移送設備の概要

福島第一原子力発電所 堰内たまり水に関する台風27号に向けた対策
＜ 参 考 資 料＞

平成25年10月25日

東京電力株式会社

養生テント対策試験設置 1基

歩廊部排水対策実施 8基



3号T/B
O.P.+3,300mm

(10/25 7:00時点）

2号T/B
O.P.+3,259mm

(10/25 7:00時点）
タンク

高温焼却炉建屋
・プロセス主建屋サリー

・キュリオン
（セシウム吸着
装置）淡水

タンク

タンク

地下貯水槽
（貯留量／容量）※10/25 7:00時点
No.4 約600m3／約4000m3

No.5 約0m3 ／約2000m3

No.7 約1500m3 ／約4000m3

２．台風及び豪雨への対応（※堰内の水が暫定基準を超えたもの）

・本年の台風及び豪雨へ対応
するための一時的な運用

・移送ポンプ容量アップ
・可能な限り事前に移
送を計画

ノッチタンク群

貯留量／容量（10/25 7:00時点）：

約3,000m3／約4000m3

・移送ポンプ容量アップ
・移送先の建屋の水位も
考慮して最大限移送

ＲＯ
（淡水化処
理装置）

・キュリオンも起動し、サリー
とキュリオンで合計最大約
70m3／hの処理量を確保
・ＲＯを含めた系統の最大処
理量にて処理

堰内溜まり水

2号立坑
O.P.+3,295mm
(10/25 7:00時点）
※ O.P.+3,500mm
以下で管理

3号立坑
O.P.+3,404mm
(10/25 7:00時点）
※ O.P.+3,500mm
以下で管理



３．H4タンクエリア 歩廊部排水対策実施状況

No3タンク歩廊部 No12タンク全景

H4エリア東側全景

タンク頂部から歩廊手摺部
までシートを敷設

汚染水タンク

サニーホース50φ
（or100φ）の中に
ロープを通し、堰
外に排水

雨

排水ホース固定
単管パイプ

桟木に番線等を
用いて固縛

タラップ



タンク歩廊手摺内側に単管を
設置しシートを敷設

シートを親綱に結束し堰外へ排水

雨

枠組足場を設置しシートを固縛

写真

※参考 Bタンクエリア 養生テント対策試験設置状況

養生テント対策設置完了

Bタンクエリア全景

雨


